
日  時：平成２６年７月１４日（月）１９時～２０時３０分 

場  所：高木集落会館 

対象町会：高木 

参 加 者：38名 

 

内   容 

○集会所向かいの土地の取得について 

（市民からの要望・質問） 

集会所向かいの土地を譲ってもらえることとなった。町会の財政状況を考え、半分の面

積だけを売ってもらうことについて交渉したが、全部でないと売ってくれないとのことで

あり、現状では土地の取得は厳しい。 

もし土地を取得することができれば、買った土地に集会所を新築し、今の場所は駐車場

にできないかと考えているが、市の考えを聞きたい。 

 

（市の回答） 

・集会所を建ててきた背景が、旧３町村で異なる。旧尾上町は町で用意していたようだが、

旧平賀町は土地は地元、建物は行政、管理は地元というような形をとってきた。 

・合併時に統一のルールを作っている。 

・９日にみなみの町会のまちづくり懇談会があった。今は尾上総合支所を使っており、夜

９時になると閉館であり不便であることから集会所建設の要望があった。このように解

決しなければならない箇所が何カ所かある。他の集会施設も改修が必要なものが多いが、

一度にはできない。尾上公民館は老朽化が激しいので解体する予定だが、公民館の裏に

ある商工会がどうなるのかなども視野に入れながら総合的に考えていかなければならな

い。 

・土地は町会で用意していただいており、土地の取得に補助金を支出したことはない。し

かし、合併からまもなく１０年経過することから、関係課で集まってルールの見直しも

含め検討している。もう少し時間をいただきたい。 

 

○側溝について 

（市民からの要望・質問） 

家の前に水の流れていない堰があるが、雨が降った時にだけ堰に水がたまり、汚いし臭

い。昔、町役場に対応をお願いに行ったら「県の管理」と言われた。今は市に移管され、

法定外公共物使用料を市に支払っている。落差も大きいのでケガをした人もいるようだ。

埋めて道路を拡張する、または融雪溝を設置するなどできないものか。 

 以前に町会要望に出したこともある場所である。 

 

（市の回答） 

・町会要望に対する回答は「長期総合プランに載せたい」だったと記憶している。 



・現場を確認してから検討したい。 

・融雪溝を作るには、水があること、流れ出る先があること、などの条件がそろわないと

いけない。水がなくてポンプアップしている地域もあり、その電気料は地域の負担とな

っている。 

○水害に備えた水路の見直しについて 

（市民からの要望・質問） 

昨年の大雨で、初めて自分の家の敷地をあれほどの水が流れている場面を見た。なぜこ

ういうことが起こるのかと考えてみたが、昔は近所に２つの河川（１．５メートル程度の

もの）があったが、いつの間にかなくなった。このような河川がなくなったことも原因で

はないかと思う。今一度、水路を見直して、水害に備えてほしいと思う。 

 

（市の回答） 

・改良区とも協議しながら現場を確認したい。 

○農道の舗装について 

（市民からの要望・質問） 

 尾上総合高校から田舎館方向（佐川急便方向）へ続く農道を総合高校の生徒が通学路と

して利用しているので舗装がしてもらいたい。 

 

（市の回答） 

・現場を確認してから返事をする。 

○おのえスポーツセンターについて 

（市民からの要望・質問） 

 野球場にナイター照明ができたが、農産物への影響はないものか。また、球場の中はよ

いが、外回りの草が多いので刈ってほしい。 

 

（市の回答） 

・ナイター照明の設置にあたっては、一般的に付近の民家の生活に支障がないかが懸念さ

れるところである。 

・ナイター照明の影響についていろいろ話をした中で、農産物への影響についての話は特

に出なかった。 

・照明は日没から９時まで、グラウンドの中に向かって当てている。また、住民の生活（農

産物も含め）にも大きな影響はないことを確認しているのでご理解願いたい。 

・現在、サブグラウンドの整備計画があり今後整備が進んでいくことになる。現時点では

施設を管理している体育協会と話をしながら管理していくこととなる。 



○除雪について 

（市民からの要望・質問） 

 小学校の見守り隊の会議で校長先生から話があったが、大浪バイパスを曲り駅方面に２

０メートルほど入ったところの雪が多すぎて通学する子供たちが危ない。確認したところ

県の道路であり、以前歩道の整備計画があると聞いているが現在どうなっているのか。 

 

（市の回答） 

・金田小学校の裏手の歩道の工事が止まっているのは、国土調査の誤差が原因である。現

在地籍調査を行っているが、昔の杭が残っていないため、境界の確定ができず困ってい

るところである。 

・平賀地域でも農道整備の際に同じような事例があった。 

・国土調査の誤差が大きく、場所によっては用地買収で損をする場合もあるなどの理由に

より事業が進まない。 

・再調査をすべく、その前段階として残っている杭の状況を調べているが、９５％の杭が

残っていない。永久杭ではなく木の杭を使ったり、様々な工事で掘り起こされたりなど、

たくさんの事情によってこのような状況になっていると思われる。 

・特に分筆する際は慎重に進める必要があり、個別に対応している。 

・膨大な費用のかかることであるが、市としても早めに何とかしたいと考えており、方法

を検討しているので時間をいただきたい。 

・除雪については、現場を確認し、県と話しながら進めていく。 

○老朽化した半鐘について 

（市民からの要望・質問） 

 老朽化した半鐘のコンクリートの土台がボロボロになっていて危ないと感じているので

確認してほしい。 

 

（市の回答） 

・すぐに確認します。 

○空き家について 

（市民からの要望・質問） 

 ５～６年前に火事になった場所で、民間会社の管理地となっている所があるが、屋根の

トタンが飛びそうで危ない。何とかできないか。 

 

（市の回答） 

 場所もわかるので、連絡してみることとする。 

 



○道路の段差の解消について 

（市民からの要望・質問） 

 （集落内の商店名）の前の道路にある段差を解消してほしい。以前市役所に言ったとこ

ろ、アスファルトを少しだけ敷いていったが、根本的に解決していない。 

 

（市の回答） 

・８月に高木集落会館の前の側溝の工事の予定があるので、一緒に実施するように土木担

当に伝える。 

 

○除雪について 

（市民からの要望・質問） 

 孫と一緒に歩いてみて気がついたが、通学路の児童が通る側に雪が多い。子供たちは右

側通行を守り、雪が多くても右側を通るので、安全のため除雪を何とかできないか。 

 

（市の回答） 

・旧県道から金田小へ向かう道路だと思うが、旧県道の曲がり角あたりから、屋根雪が道

路に落ちているという状況である。 

・雪が降った時の通学路の安全確保については、パトロールしながら危険な所を確認し、

対応をお願いしている。 

・落ちた屋根雪については排雪をお願いするが、まだ落ちていない屋根雪については「落

ちてこないかこまめに確認してください。」というような対応しかできない。 

・歩道を付けるにも道路の拡幅が必要となり、用地買収が絡むので難しい。 

・警察、市の土木担当、教育委員会、県の土木担当、各学校の先生とで危険個所を出し合

ったので、周辺の危険な場所もわかっている。今のところ通学路であることを示す看板

（巻き看板）を電柱に取りつけて注意喚起している。道路の拡幅などの対応はできない

状況である。 

・県道であれば、県に要望を出していくが、用地取得が絡むものは簡単にいかないと思う。

ただ、子供たちの安全確保は大切なので、除雪で対応できるのかも含め、話してみる。 

 



○雪捨て場について 

（市民からの要望・質問） 

 軽トラックでも行けるような雪捨て場を近くに設置していただけないか。尾上地区では

黒石市に行くにも平賀地域に行くにも遠い。 

 

（市の回答） 

・総合運動場建設のため、ひらかドームの脇も使えなくなるので、現在選定中である。 

・現時点では場所はまったく白紙である。 

・雪を捨てる場所が農地の場合は、雪が遅くまで残るし、ゴミも混ざるので農作業に支障

をきたす。川に捨てれば消雪剤などが混ざるため、漁業に支障をきたすので場所を探す

のが非常に難しい。 

・軽トラックで運べるような雪捨て場があれば、近所の高齢者の除雪も助け合ってできる

ようになるかもしれない。何とか探せるように努力していく。 

 

○尾上公民館について 

（市民からの要望・質問） 

 正面の門柱の屋根が傾いている。直さないのか。 

 解体に伴って公民館の備品は捨てるのか。もしも捨てるなら高木町会に譲ってもらえな

いか。 

 

（市の回答） 

・門柱については現場を見て対応する。 

・備品を処分する際には、高木町会に連絡を入れるので確認してほしい。 

 

○雪捨て場について 

（市民からの要望・質問） 

 旧火葬場のあたりに使っていない土地を３００坪ほど持っており、そこを雪捨て場にし

てもいいのではと考えていたが、今の話を聞いてみて、捨てた雪にゴミが混じるというこ

とであれば、管理してもらっている親族に迷惑がかかるだろうと思った。 

 また、遺跡が埋まっている場所もあり、雪捨て場にすると雪が残って発掘作業に迷惑に

なると思った。 

 

（市の回答） 

・教育委員会で遺跡の試掘をしている。尾上地域は市街化区域だが遺跡が多く、開発でき

ずに困っている場所が多い状況である。 

・遺跡の指定を受けると、発掘調査をしないと住宅を建てられなくなる。 

・今行っている試掘は８月か９月で終わる予定なので、雪を捨てることには影響はない。 

 



○防災無線について 

（市民からの要望・質問） 

防災無線を建てる場所は３箇所ということで聞いているが、工事はいつ頃から始まるか

確認したい。 

 

（市の回答） 

・請け負う業者がまだ決まっていないので、決まり次第ご連絡します。 

・工事は今年度で終了させる予定です。 

 

 


